
Ｄ
Ｖ
被
害
は
増
加
傾
向

　

こ
こ
数
年
、
県
や
市
へ
の
Ｄ
Ｖ
に

関
す
る
相
談
件
数
は
、
急
増
し
て
い

ま
す
（
左
グ
ラ
フ
参
照
）。　

市
が

今
年
２
月
に
行
っ
た
「
家
庭
等
に
お

け
る
暴
力
防
止
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
結
果
で
は
、
回
答
者
８
７
２

人
の
内
、
お
よ
そ
25
人
に
１
人
が
配

偶
者
や
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力
、
い

わ
ゆ
る
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
の
被
害
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
と
答
え
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
は
家
庭
と
い
う
私
的
な
場
所

で
起
こ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
周
囲

に
気
づ
か
れ
に
く
く
、
ま
た
「
家
庭

内
の
問
題
」
や
「
個
人
的
な
問
題
」

と
し
て
考
え
ら
れ
が
ち
な
た
め
、
表

面
に
出
に
く
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り

ま
す
。

あ
な
た
は
Ｄ
Ｖ
の
加
害
者
や
被

害
者
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

一
般
的
に
Ｄ
Ｖ
は
、
女
性
が
被
害

者
、
男
性
が
加
害
者
と
な
る
場
合
が

多
い
よ
う
で
す
。
こ
う
し
た
背
景
に

は
「
男
は
仕
事
、女
は
家
庭
」
と
い
っ

た
社
会
的
、
文
化
的
に
つ
く
ら
れ
た

　市では、配偶者からの暴力や子供への暴力（児童虐待）等、家庭におけるあらゆる暴力（ＤＶ）
の根絶に向け、関係機関と連携し、相談・保護・自立支援のための取り組みを進めます。
　今月は、重大な人権侵害であるＤＶについてお知らせします。

家庭等における暴力を根絶しょう
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【暴力の種類】

⃝殴る、ける、物を投げるなどの身体的暴力
⃝怒鳴ったり、無視するなどの言葉・心理的暴力
⃝性行為の強要、見たくないビデオや雑誌を見せるなど性的暴力
⃝生活費を渡さない、収入を取り上げるなどの経済的暴力
⃝子供を巻き込んだ暴力

暴
力
が
与
え
る
影
響

　

暴
力
は
、
け
が
な
ど
の
身
体
的
な

影
響
だ
け
で
な
く
、
精
神
的
影
響
を

被
害
者
に
与
え
ま
す
。
暴
力
を
受
け

続
け
る
こ
と
で
無
力
感
や
絶
望
感
に

と
ら
わ
れ
た
り
、
逃
げ
た
り
、
相
談

す
る
気
力
も
持
て
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
暴
力
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト

し
、
生
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
が

暴
力
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、
直
接
暴

力
を
受
け
な
く
て
も
、
親
へ
の
暴
力

を
見
聞
き
す
る
こ
と
で
、
傷
つ
い
た

り
、
暴
力
で
も
の
ご
と
を
解
決
す
る

こ
と
を
身
に
付
け
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

ＤＶ：「Domestic Violence（ドメスティック バイオレンス）」の頭文字をとった略語で、
　　　「夫婦や恋人など親しい関係にある男女間で行われる暴力」をいいます。

役
割
意
識
や
経
済
力
の
差
な
ど
男
性

優
先
の
社
会
的
構
造
、
社
会
の
中
に

家
庭
の
暴
力
を
甘
く
見
る
風
潮
に
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
若
い
世
代
で
、
交

際
中
の
相
手
に
対
し
て
行
わ
れ
る

「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」
や
親
の
児
童
虐
待
も

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
は
相

手
を
思
い
通
り
に
動
か
し
た
り
、
自

分
の
考
え
や
価
値
観
を
一
方
的
に
押

し
付
け
た
り
す
る
「
力
と
支
配
」
の

関
係
が
根
底
に
あ
り
ま
す
。

　

相
手
の
尊
厳
を
傷
つ
け
、
重
大
な

人
権
侵
害
と
な
る
Ｄ
Ｖ
は
、
犯
罪
に

結
び
つ
く
行
為
で
す
。

〔
参
考
資
料
：
あ
ゆ
み
だ
し
た
女
性
の
会
〕

ＤＶ意識チェック　
１つでも該当したら被害者・加害者になる可能性があります。

ともに創ろうあったか下呂市

DV 相談件数の推移
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岐阜県

【岐阜県女性相談センター調べ】

女性・男性双方へ 男性へ 女性へ

 

□
暴
力
を
ふ
る
わ
れ
る
の
は
、
ふ
る
わ
れ
る
側
に
何
か
問
題
が
あ
る
。

 

□
夫
婦
・
恋
人
間
で
レ
イ
プ
は
あ
り
得
な
い
。

 

□
離
婚
は
人
生
の
失
敗
。

 

□
子
ど
も
に
は
言
っ
て
解
ら
な
い
な
ら
、
叩
い
て
も
い
い
。

 

□
男
は
人
前
で
泣
い
て
は
い
け
な
い
。

 

□
自
分
の
気
持
ち
を
話
す
の
は
恥
ず
か
し
い
。

 

□
妻
（
彼
女
）
に
は
自
分
を
立
て
て
ほ
し
い
。

 

□
言
わ
な
く
て
も
気
持
ち
は
察
し
て
ほ
い
。

 

□
夫
（
彼
）
に
は
私
や
家
族
を
引
っ
張
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

 

□
子
育
て
の
責
任
は
私
に
あ
る
。

 

□
夫
に
留
守
番
や
家
事
を
さ
せ
る
の
は
悪
い
と
思
う
。

 

□
娘
に
は
家
事
を
さ
せ
て
も
息
子
に
は
さ
せ
な
い
。
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社
会
全
体
の
問
題
と
し
て

　

重
大
な
人
権
侵
害
で
あ
る
Ｄ
Ｖ

は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

と
っ
て
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
な
く
す
た
め
に
は
、
社

会
全
体
の
問
題
と
し
て
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
、
い
か
な
る
暴
力
も
許

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
認
識

を
持
ち
、
被
害
を
受
け
苦
し
ん
で
い

る
人
た
ち
が
声
を
上
げ
や
す
い
社
会

づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

市
や
県
で
は
Ｄ
Ｖ
被
害
の
相
談
窓

口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
相
談
後
、

支
援
や
保
護
の
た
め
、
必
要
に
応
じ

て
警
察
や
福
祉
機
関
な
ど
と
連
携
し

て
対
応
し
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
Ｄ
Ｖ
に
気
付
き
、
一
人
で
悩

ま
ず
に
相
談
す
る
こ
と
が
問
題
解
決

の
糸
口
と
な
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
の

疑
い
の
あ
る
子
ど
も
を
見
た
り
聞
い

た
り
し
た
ら
、
相
談
機
関
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

配偶者からの暴力に関する相談・支援の流れ
●暴力の防止
●被害者の保護
●被害発生防止のために
　必要な措置・援助

命令に違反すると、1年以下の懲役
または100万円以下の罰金

一時保護

加害者保護命令地方裁判所

連携

連携

警 察

飛騨子ども相談センター
（児童相談所）

●下呂市福祉事務所
 （下呂市役所児童福祉課）
●配偶者暴力相談支援センター
 （岐阜県飛騨振興局福祉課）

連携

申立書
の作成

身体に対する暴力
または生命などに対する
脅迫に限る

相談したい

加害者が
いない所に
逃れたい

加害者を
引き離して
欲しい

暴力を
受けた

＜ＤＶ防止講座を開催＞
～ DV・児童虐待防止に向けて
　　  私たちにできることは何か～
　１０月３日、下呂市男女共同参画推進懇話会主催のＤＶ
講座が下呂交流会館で開かれ、同委員や人権擁護委員、
民生委員など約２０名の方が参加しました。
　講座は、岐阜市を中心に DV 被害者支援などの活動を
行っている「あゆみだした女性の会」代表の廣瀬直美さん
を講師に迎え、講義及びグループディスカッションを行い
ました。
　講義では、DVの実情や認識、DV が及ぼす心身への影
響や子どもへの影響、子どもへの虐待防止等について、様々
な実例を踏まえながら、地域におけるサポートの必要性や
防止教育の重要性などをお話いただきました。
　グループ討議では、「DV が及ぼす心身への影響は大き
いことが分かった」「自分も加害者かもしれないし、なり
得るかも」「学校での教育が重要」といった意見が出され
るなど参加者による活発な意見交換が行われました。

【
連
絡
先
】

◆
下
呂
市
福
祉
事
務
所

　
（
下
呂
市
役
所
児
童
福
祉
課
）

24
時
間
対
応

　
　

０
９
０
・
７
３
０
１
・
１
０
５
１

◆
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
岐
阜
県
飛
騨
振
興
局
福
祉
課
）

９
時
～
17
時
対
応

　
　

０
５
７
７
・
３
３
・
１
１
１
１

◆
飛
騨
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

　
（
児
童
相
談
所
）

24
時
間
対
応

　
　

０
５
７
７
・
３
２
・
０
６
１
１

◆
下
呂
警
察
署
（
生
活
安
全
課
）

　
　

０
５
７
６
・
５
２
・
０
１
１
０

11
月

　
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

11
月
12
日
～
25
日

　
　
女
性
に
対
す
る

　
　
　
　
暴
力
を
な
く
す
運
動

※下呂市男女共同参画推進懇話会…
　男女共同参画社会を推進するため、有識者や住民の代表
　10 人以内で構成・設置されている市の機関です。


